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3

広報にいじま 6月号

　

補
助
申
請
は
、
公
益
財
団
法
人
東

　

補
助
申
請
は
、
公
益
財
団
法
人
東

京
都
中
小
企
業
公
社
が
実
施
す
る

京
都
中
小
企
業
公
社
が
実
施
す
る

「
東
京
都
地
域
中
小
企
業
応
援
フ
ァ

「
東
京
都
地
域
中
小
企
業
応
援
フ
ァ

ン
ド
地
域
資
源
活
用
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
ド
地
域
資
源
活
用
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
創
出
助
成
事
業
」（
以
下
フ
ァ
ン

ン
創
出
助
成
事
業
」（
以
下
フ
ァ
ン

ド
助
成
事
業
」）
へ
の
申
請
を
条
件

ド
助
成
事
業
」）
へ
の
申
請
を
条
件

と
し
、
当
該
助
成
事
業
の
採
択
の
結

と
し
、
当
該
助
成
事
業
の
採
択
の
結

果
を
踏
ま
え
、
交
付
・
不
交
付
を
決

果
を
踏
ま
え
、
交
付
・
不
交
付
を
決

定
し
ま
す
。

定
し
ま
す
。

▼
募
集
締
切

▼
募
集
締
切

　

平
成

　

平
成
2727
年年
66
月月
88
日
（
月
）
ま
で

日
（
月
）
ま
で

▼
申
請
方
法

▼
申
請
方
法

　

企
画
調
整
室
か
ら
申
請
書
類
を
受

　

企
画
調
整
室
か
ら
申
請
書
類
を
受

け
取
り
、
必
要
な
資
料
を
添
付
の
う

け
取
り
、
必
要
な
資
料
を
添
付
の
う

え
企
画
調
整
室
へ
ご
提
出
く
だ
さ

え
企
画
調
整
室
へ
ご
提
出
く
だ
さ

い
。
い
。

▼
補
助
金
額
及
び
補
助
率

▼
補
助
金
額
及
び
補
助
率

・
補
助
限
度
額
ー
一
千
万
円

・
補
助
限
度
額
ー
一
千
万
円

・
補
助
率
ー
補
助
対
象
経
費
の

・
補
助
率
ー
補
助
対
象
経
費
の
99
／／

1010
以
内
（
フ
ァ
ン
ド
助
成
事
業
の
助

以
内
（
フ
ァ
ン
ド
助
成
事
業
の
助

成
金
額
は
除
き
ま
す
）

成
金
額
は
除
き
ま
す
）

▼
申
請
に
あ
た
っ
て
の
ア
ド
バ
イ
ス

▼
申
請
に
あ
た
っ
て
の
ア
ド
バ
イ
ス

　
「
申
請
書
の
書
き
方
が
わ
か
ら
な

　
「
申
請
書
の
書
き
方
が
わ
か
ら
な

い
」
や
「
申
請
し
よ
う
と
す
る
事
業

い
」
や
「
申
請
し
よ
う
と
す
る
事
業

が
補
助
金
の
対
象
に
な
る
か
」
な
ど
、

が
補
助
金
の
対
象
に
な
る
か
」
な
ど
、

ご
不
明
な
点
は
、
お
気
軽
に
（
公
財
）

ご
不
明
な
点
は
、
お
気
軽
に
（
公
財
）

東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社
ま
た
は
役

東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社
ま
た
は
役

場
企
画
調
整
室
に
ご
相
談
く
だ
さ

場
企
画
調
整
室
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

【
問
い
合
わ
せ
】

（
公
財
）
東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社

（
公
財
）
東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社

　

☎
０
３
（
５
４
７
２
）
６
５
４
６

　

☎
０
３
（
５
４
７
２
）
６
５
４
６

企
画
財
政
課
企
画
調
整
室

企
画
財
政
課
企
画
調
整
室

　

☎

　

☎
（（55））
０
２
０
４
（
内
線
２
０
３
）

０
２
０
４
（
内
線
２
０
３
）

　

島
し
ょ
地
域
の
中
小
企
業
等
が
地

　

島
し
ょ
地
域
の
中
小
企
業
等
が
地

域
資
源
を
活
用
し
た
特
産
品
開
発
・

域
資
源
を
活
用
し
た
特
産
品
開
発
・

観
光
振
興
等
を
目
的
と
し
て
新
た
に

観
光
振
興
等
を
目
的
と
し
て
新
た
に

実
施
す
る
事
業
に
対
し
て
、
そ
の
経

実
施
す
る
事
業
に
対
し
て
、
そ
の
経

費
の
一
部
を
公
益
財
団
法
人
東
京
都

費
の
一
部
を
公
益
財
団
法
人
東
京
都

島
し
ょ
振
興
公
社
が
補
助
し
ま
す
。

島
し
ょ
振
興
公
社
が
補
助
し
ま
す
。

▼
補
助
対
象
事
業

▼
補
助
対
象
事
業

①
個
人
事
業
者
、
中
小
企
業
、
組
合

①
個
人
事
業
者
、
中
小
企
業
、
組
合

等
、
財
団
法
人
・
社
団
法
人
・
特

等
、
財
団
法
人
・
社
団
法
人
・
特

定
非
営
利
活
動
法
人
、
複
数
の
企
業

定
非
営
利
活
動
法
人
、
複
数
の
企
業

等
で
構
成
さ
れ
る
中
小
企
業
グ
ル
ー

等
で
構
成
さ
れ
る
中
小
企
業
グ
ル
ー

プ
、
そ
の
他
地
域
活
性
化
に
資
す
る

プ
、
そ
の
他
地
域
活
性
化
に
資
す
る

取
組
を
行
う
と
認
め
ら
れ
る
法
人
等

取
組
を
行
う
と
認
め
ら
れ
る
法
人
等

②
創
業
を
具
体
的
に
予
定
し
て
い
る
方

②
創
業
を
具
体
的
に
予
定
し
て
い
る
方

※
東
京
都
島
し
ょ
地
域
に
主
た
る
事

※
東
京
都
島
し
ょ
地
域
に
主
た
る
事

業
所
を
持
ち
、
事
業
を
営
ん
で
い
る

業
所
を
持
ち
、
事
業
を
営
ん
で
い
る

こ
と
（
法
人
の
場
合
は
島
し
ょ
地
域

こ
と
（
法
人
の
場
合
は
島
し
ょ
地
域

に
登
記
、
個
人
の
場
合
は
島
し
ょ
地

に
登
記
、
個
人
の
場
合
は
島
し
ょ
地

域
に
開
業
届
出
を
し
て
い
る
こ
と
）。

域
に
開
業
届
出
を
し
て
い
る
こ
と
）。

※
創
業
予
定
者
の
場
合
は
、
事
業
完

※
創
業
予
定
者
の
場
合
は
、
事
業
完

了
ま
で
に
島
し
ょ
地
域
に
登
記
ま
た

了
ま
で
に
島
し
ょ
地
域
に
登
記
ま
た

は
開
業
届
出
が
必
要
。

は
開
業
届
出
が
必
要
。

▼
補
助
対
象
事
業

▼
補
助
対
象
事
業

①
地
域
資
源
を
活
用
し
た
特
産
品
に

①
地
域
資
源
を
活
用
し
た
特
産
品
に

関
す
る
事
業

関
す
る
事
業

②
地
域
資
源
を
活
用
し
た
観
光
の
振

②
地
域
資
源
を
活
用
し
た
観
光
の
振

興
に
関
す
る
事
業

興
に
関
す
る
事
業

③
右
記
①
ま
た
は
②
に
関
連
し
た
事

③
右
記
①
ま
た
は
②
に
関
連
し
た
事

業
展
開
に
関
す
る
事
業

業
展
開
に
関
す
る
事
業

企
画
調
整
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
平
成
27
年
度
東
京
都
島
し
ょ
地

域
中
小
企
業
等
振
興
補
助
事
業

　

東
京
都
島
嶼
町
村
一
部
事
務
組
合

　

東
京
都
島
嶼
町
村
一
部
事
務
組
合

の
情
報
公
開
制
度
（
平
成

の
情
報
公
開
制
度
（
平
成
1818
年
条
例

年
条
例

第第
99
号
）
は
、
島
し
ょ

号
）
は
、
島
し
ょ
99
町
村
の
住

町
村
の
住

民
の
組
合
行
政
へ
の
参
加
を
よ
り
一

民
の
組
合
行
政
へ
の
参
加
を
よ
り
一

層
推
進
す
る
と
と
も
に
、
組
合
の
公

層
推
進
す
る
と
と
も
に
、
組
合
の
公

正
な
運
営
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的

正
な
運
営
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的

に
制
定
さ
れ
、
毎
年

に
制
定
さ
れ
、
毎
年
11
回
の
情
報
公

回
の
情
報
公

開
実
施
状
況
を
公
表
す
る
こ
と
に

開
実
施
状
況
を
公
表
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成

　

平
成
2626
年
度
の
情
報
公
開
実
施
状

年
度
の
情
報
公
開
実
施
状

況
を
次
の
と
お
り
公
表
い
た
し
ま

況
を
次
の
と
お
り
公
表
い
た
し
ま

す
。
す
。

▼
実
施
状
況

▼
実
施
状
況

・
開
示
請
求
件
数　

・
開
示
請
求
件
数　

44
件件

・
開
示
決
定
件
数　

・
開
示
決
定
件
数　

44
件
（
一
部
開

件
（
一
部
開

示
決
定
を
含
む
）

示
決
定
を
含
む
）

【
問
い
合
わ
せ
】

【
問
い
合
わ
せ
】

東
京
都
島
嶼
町
村
一
部
事
務
組
合
総

東
京
都
島
嶼
町
村
一
部
事
務
組
合
総

務
課
庶
務
係

務
課
庶
務
係

　

☎
０
３
（
３
４
３
２
）
４
９
６
１

　

☎
０
３
（
３
４
３
２
）
４
９
６
１

■
平
成
26
年
度
東
京
都
島
嶼
町
村
一
部

事
務
組
合
情
報
公
開
実
施
状
況
の
公
表

　

東
京
司
法
書
士
会
主
催
に
よ
る
無

料
法
律
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

例
え
ば
、
こ
ん
な
相
談

「
遺
産
分
割
を
は
じ
め
相
続
手
続
き

を
こ
れ
ま
で
や
っ
て
な
か
っ
た
の

平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
正
午

平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
正
午

〜
午
後
１
時
を
除
く
）

〜
午
後
１
時
を
除
く
）

総
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
司
法
書
士
に
よ
る
出
前
相
談
所

■
第
16
回
く
ら
し
の

　
　
　
　
　

法
律
税
金
相
談

　

弁
護
士
・
司
法
書
士
・
税
理
士
な

　

弁
護
士
・
司
法
書
士
・
税
理
士
な

ど
の
法
律
関
係
者
が
相
談
会
を
開
催

ど
の
法
律
関
係
者
が
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。

し
ま
す
。

　

離
婚
や
相
続
な
ど
家
庭
内
の
法
律

　

離
婚
や
相
続
な
ど
家
庭
内
の
法
律

問
題
、
税
金
や
土
地
の
問
題
な
ど
相

問
題
、
税
金
や
土
地
の
問
題
な
ど
相

談
内
容
は
何
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
相

談
内
容
は
何
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
相

談
は
無
料
で
す
。

談
は
無
料
で
す
。

【
主
催
】

【
主
催
】
Ｎ
Ｐ
Ｏ
司
法
過
疎
サ
ポ
ー

Ｎ
Ｐ
Ｏ
司
法
過
疎
サ
ポ
ー

ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

▼
新
島
地
区

▼
新
島
地
区

【
相
談
日
時
】

【
相
談
日
時
】

平
成
平
成
2727
年年
66
月月
1313
日
（
土
）

日
（
土
）

　
　

午
前

　
　

午
前
1010
時
〜
午
後

時
〜
午
後
33
時時
3030
分分

【
相
談
場
所
】

【
相
談
場
所
】
新
島
村
住
民
セ
ン
タ
ー

新
島
村
住
民
セ
ン
タ
ー

▼
式
根
島
地
区

▼
式
根
島
地
区

【
相
談
日
時
】

【
相
談
日
時
】

平
成
平
成
2727
年年
66
月月
1313
日
（
土
）

日
（
土
）

　
　

午
前

　
　

午
前
11
時時
3030
分
〜
午
後

分
〜
午
後
66
時時

【
相
談
場
所
】

【
相
談
場
所
】
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

【
そ
の
他
】

【
そ
の
他
】

ご
予
約
は
不
要
で
す
。
事
前
に
ご
連

ご
予
約
は
不
要
で
す
。
事
前
に
ご
連

絡
い
た
だ
け
れ
ば
、
法
律
家
が
ご
自

絡
い
た
だ
け
れ
ば
、
法
律
家
が
ご
自

宅
に
お
伺
い
す
る
出
張
相
談
に
も
応

宅
に
お
伺
い
す
る
出
張
相
談
に
も
応

じ
ま
す
。

じ
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

【
問
い
合
わ
せ
】

マ
ザ
ー
シ
ッ
プ
法
律
事
務
所

マ
ザ
ー
シ
ッ
プ
法
律
事
務
所

　
　
　
　
　

弁
護
士　

　
　
　
　
　

弁
護
士　

内内う
ち
だ

う
ち
だ田田　　

明明
あ
き
ら

あ
き
ら

　

☎
０
３
（
５
３
６
７
）
５
１
４
２

　

☎
０
３
（
５
３
６
７
）
５
１
４
２

で
、
進
め
方
を
知
り
た
い
」

「
土
地
や
建
物
の
名
義
変
更
っ
て
ど

う
や
っ
て
す
る
の
？
」

「
子
供
や
兄
弟
姉
妹
（
又
は
甥
・
姪
）

に
ス
ム
ー
ズ
に
財
産
を
渡
す
方
法
は

な
い
か
？
」

「
ロ
ー
ン
を
返
し
た
の
で
、
抵
当
権

を
抹
消
し
た
い
」

「
会
社
を
作
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い

い
の
か
？
」

「
借
り
た
お
金
が
返
せ
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
ど
う
す
れ
ば
い
い
？
」

「
親
族
が
認
知
症
に
な
っ
て
し
ま
っ

て
、
遺
産
分
割
や
不
動
産
取
引
を
始
め

と
し
た
手
続
き
が
う
ま
く
進
ま
な
い
」

「
成
年
後
見
制
度
っ
て
何
？
」

「
大
家
さ
ん
に
無
理
難
題
を
突
き
つ

け
ら
れ
て
い
る
」

な
ど
、
登
記
や
法
律
の
相
談
を
無
料

で
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

【
相
談
日
時
】

平
成
27
年
6
月
12
日
（
金
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

【
相
談
場
所
】
新
島
村
住
民
セ
ン
タ
ー

　

今
後
も
原
則
と
し
て
毎
月
第
２
金

曜
日
に
開
催
す
る
予
定
で
す
。
た
だ

し
、
交
通
手
段
の
関
係
で
や
む
な
く

中
止
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
際
は
何
卒
ご
容
赦
く

だ
さ
い
。
予
約
は
不
要
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

東
京
司
法
書
士
会
事
務
局
事
業
・
研
修
課

　

☎
０
３
（
３
３
５
３
）
９
１
９
１

　

☎
０
３
（
３
３
５
３
）
９
１
９
１
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員
へ
献
血
協
力
の
旨
を
口
頭
で
お
伝

員
へ
献
血
協
力
の
旨
を
口
頭
で
お
伝

え
く
だ
さ
い
。）

え
く
だ
さ
い
。）

会
場
と
港
の
往
復
に
つ
い
て
も
、
送

会
場
と
港
の
往
復
に
つ
い
て
も
、
送

迎
バ
ス
を
用
意
い
た
し
ま
す
。

迎
バ
ス
を
用
意
い
た
し
ま
す
。

※
受
付
確
認
票
を
役
場
及
び
各
支
所

※
受
付
確
認
票
を
役
場
及
び
各
支
所

窓
口
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
事
前

窓
口
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
事
前

に
記
入
し
て
い
た
だ
け
る
と
、
献
血

に
記
入
し
て
い
た
だ
け
る
と
、
献
血

受
付
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
こ
と
が
で

受
付
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

【
問
い
合
わ
せ
】

　

民
生
課
民
生
係　

☎

　

民
生
課
民
生
係　

☎
（５）（５）
０
２
４
３

０
２
４
３

　

新
島
村
で
は
、
東
京
都
赤
十
字

　

新
島
村
で
は
、
東
京
都
赤
十
字

血
液
セ
ン
タ
ー
に
協
力
し
て
い
た

血
液
セ
ン
タ
ー
に
協
力
し
て
い
た

だ
き
、
隔
年
で
献
血
事
業
を
行
っ

だ
き
、
隔
年
で
献
血
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。
前
回
（
平
成

て
い
ま
す
。
前
回
（
平
成
2525
年
度
）

年
度
）

はは
146146
名
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま

名
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

し
た
。

　

血
液
は
、
ま
だ
人
口
的
に
つ
く

　

血
液
は
、
ま
だ
人
口
的
に
つ
く

る
こ
と
が
で
き
ず
、
長
期
保
存
も

る
こ
と
が
で
き
ず
、
長
期
保
存
も

で
き
ま
せ
ん
。
輸
血
に
必
要
な
血

で
き
ま
せ
ん
。
輸
血
に
必
要
な
血

液
を
十
分
に
確
保
し
、
安
定
的
に

液
を
十
分
に
確
保
し
、
安
定
的
に

供
給
す
る
た
め
に
は
、

供
給
す
る
た
め
に
は
、
1010
代
、
代
、
2020

代
の
若
者
も
含
め
た
皆
様
か
ら
の

代
の
若
者
も
含
め
た
皆
様
か
ら
の

献
血
へ
の
ご
協
力
が
必
要
で
す
。

献
血
へ
の
ご
協
力
が
必
要
で
す
。

　

新
島
村
か
ら
も
急
患
ヘ
リ
搬
送

　

新
島
村
か
ら
も
急
患
ヘ
リ
搬
送

な
ど
で
輸
血
治
療
を
受
け
る
事
が

な
ど
で
輸
血
治
療
を
受
け
る
事
が

あ
り
ま
す
。
島
で
暮
ら
す
私
達
も

あ
り
ま
す
。
島
で
暮
ら
す
私
達
も

献
血
に
協
力
し
ま
し
ょ
う
。

献
血
に
協
力
し
ま
し
ょ
う
。

【
日
時
】

【
日
時
】
66
月月
33
日
（
水
）・

日
（
水
）・
44
日
（
木
）

日
（
木
）

88
時時
3030
分
〜
分
〜
1111
時時
3030
分
・
分
・
1212
時時
3030
分分

〜〜
1616
時時

【
場
所
】

【
場
所
】
新
島
村
住
民
セ
ン
タ
ー

新
島
村
住
民
セ
ン
タ
ー

※※
22
日
間
と
も
会
場
が
新
島
地
区

日
間
と
も
会
場
が
新
島
地
区

の
た
め
、
式
根
島
地
区
の
住
民
で

の
た
め
、
式
根
島
地
区
の
住
民
で

ご
協
力
頂
け
る
方
は
連
絡
船
（
に

ご
協
力
頂
け
る
方
は
連
絡
船
（
に

し
き
し
き
22
）
に
無
料
で
乗
船
で
き
ま

）
に
無
料
で
乗
船
で
き
ま

す
。
す
。

必
ず
乗
船
時
に
献
血
手
帳
を
ご
提

必
ず
乗
船
時
に
献
血
手
帳
を
ご
提

示
く
だ
さ
い
。（
新
規
の
方
は
、
船

示
く
だ
さ
い
。（
新
規
の
方
は
、
船

民
生
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
献
血
の
お
願
い

　

東
京
都
港
湾
局
で
は
、
島
し
ょ

へ
の
空
の
玄
関
口
で
あ
る
調
布

飛
行
場
が
多
摩
と
島
し
ょ
の
交

流
の
場
と
な
る
と
共
に
、
よ
り

多
く
の
方
々
に
空
港
に
親
し
ん

で
頂
く
こ
と
を
目
的
に
、
左
記

の
通
り
「
多
摩
・
島
し
ょ
物
産
展
」

を
開
催
し
ま
す
。
み
な
さ
ま
の

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
開
催
場
所

調
布
飛
行
場
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
2
階

※
ご
来
場
の
際
は
公
共
交
通
機

関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
時

7
月
4
日
（
土
）、
5
日
（
日
）

午
前
10
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で

▼
出
店
予
定

三
鷹
市
、
府
中
市
、
調
布
市
、
大
島

町
、
新
島
村
、
神
津
島
村
、
三
宅
村

【
調
布
飛
行
場
の
概
要
】

　

平
成
13
年
よ
り
都
営
空
港
と

し
て
供
用
を
開
始
し
、
現
在
、

大
島
、
新
島
、
神
津
島
、
三
宅

島
の
4
島
へ
定
期
便
が
運
航
し

て
い
ま
す
。
特
に
昨
年
4
月
に

新
設
さ
れ
た
三
宅
島
便
は
、
未

だ
火
山
ガ
ス
の
噴
出
が
続
く
厳

し
い
条
件
下
の
も
と
就
航
率

90
％
を
維
持
す
る
な
ど
、
島
民

の
貴
重
な
足
と
し
て
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
そ
の

他
、
調
布
飛
行
場
は
防
災
、
医
療
、

消
防
な
ど
の
緊
急
活
動
や
航
空

測
量
な
ど
の
地
域
拠
点
と
し
て

の
役
割
も
果
た
し
て
い
ま
す
。

多
摩
・
島
し
ょ
物
産
展

体
験
入
学
の
ご
案
内

　

国
立
館
山
海
上
技
術
学
校
で
は
、

　

国
立
館
山
海
上
技
術
学
校
で
は
、

体
験
入
学
参
加
者
を
募
集
し
て
お
り

体
験
入
学
参
加
者
を
募
集
し
て
お
り

ま
す
。

ま
す
。

※
本
校
は
、
中
卒
者
を
対
象
と
し
て

※
本
校
は
、
中
卒
者
を
対
象
と
し
て

船
員
教
育
を
行
う
学
校
で
す
。（
高

船
員
教
育
を
行
う
学
校
で
す
。（
高

卒
同
等
資
格
あ
り
）

卒
同
等
資
格
あ
り
）

【
日
程
】

【
日
程
】
77
月月
1111
日
（
土
）、

日
（
土
）、
77
月月
3131

日
（
金
）、

日
（
金
）、
1010
月月
1010
日
（
土
）

日
（
土
）

午
前
午
前
1010
時
〜
午
後

時
〜
午
後
33
時時

※
右
記
日
程
以
外
に
、

※
右
記
日
程
以
外
に
、
1111
月月
2828
日日

（
土
）
に
学
校
説
明
会
を
開
催
し
ま

（
土
）
に
学
校
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
の
で
、
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

す
の
で
、
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
内
容
】

【
内
容
】

◯
学
校
及
び
入
試
説
明

◯
学
校
及
び
入
試
説
明

◯
体
験
航
海

◯
体
験
航
海

◯
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
体
験

◯
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
体
験

◯
操
船
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
体
験

◯
操
船
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
体
験

◯
校
内
見
学

◯
校
内
見
学

【
問
い
合
わ
せ
】

【
問
い
合
わ
せ
】

国
立
館
山
海
上
技
術
学
校
教
務
課

国
立
館
山
海
上
技
術
学
校
教
務
課

〒
２
９
４
ー
０
０
３
１

〒
２
９
４
ー
０
０
３
１

千
葉
県
館
山
市
大
賀
無
番
地

千
葉
県
館
山
市
大
賀
無
番
地

☎
０
４
７
０
（
２
２
）
１
９
１
２

☎
０
４
７
０
（
２
２
）
１
９
１
２

■
ハ
チ
に
注
意
!!

　

新
島
や
式
根
島
で
は
、
民
家
の
庭
や

　

新
島
や
式
根
島
で
は
、
民
家
の
庭
や

軒
先
な
ど
の
人
間
の
出
入
り
が
多
い
場

軒
先
な
ど
の
人
間
の
出
入
り
が
多
い
場

所
で
、
ア
シ
ナ
ガ
バ
チ
や
ス
ズ
メ
バ
チ

所
で
、
ア
シ
ナ
ガ
バ
チ
や
ス
ズ
メ
バ
チ

の
巣
が
見
つ
か
る
事
が
多
く
な
っ
て
き

の
巣
が
見
つ
か
る
事
が
多
く
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。
幸
い
に
も
、
ハ
チ
に
刺
さ

て
い
ま
す
。
幸
い
に
も
、
ハ
チ
に
刺
さ

れ
重
体
に
陥
っ
た
と
い
う
情
報
は
あ
り

れ
重
体
に
陥
っ
た
と
い
う
情
報
は
あ
り

ま
せ
ん
。

ま
せ
ん
。

　

次
の
事
に
気
を
つ
け
て
、
ハ
チ
の
被

　

次
の
事
に
気
を
つ
け
て
、
ハ
チ
の
被

害
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

害
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
保
護
者
の
方
は
、
お
子
様
が

ま
た
、
保
護
者
の
方
は
、
お
子
様
が

ハ
チ
や
ハ
チ
の
巣
に
手
を
出
さ
な
い

ハ
チ
や
ハ
チ
の
巣
に
手
を
出
さ
な
い

よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
ハ
チ
の
活
動
は

◇
ハ
チ
の
活
動
は
55
月
頃
か
ら

月
頃
か
ら
1111
月月

頃
ま
で
で
す
。（
特
に
秋
に
な
る
と

頃
ま
で
で
す
。（
特
に
秋
に
な
る
と

巣
が
大
き
く
な
り
、
攻
撃
性
が
強
く

巣
が
大
き
く
な
り
、
攻
撃
性
が
強
く

な
り
ま
す
。）

な
り
ま
す
。）

◇
一
度
で
も
巣
を
作
ら
れ
た
場
所

◇
一
度
で
も
巣
を
作
ら
れ
た
場
所

は
、
ま
た
作
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る

は
、
ま
た
作
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る

の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。（
前
年

の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。（
前
年

の
巣
を
も
う
一
度
使
う
事
は
あ
り
ま

の
巣
を
も
う
一
度
使
う
事
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
同
じ
様
な
条
件
の
場
所
に

せ
ん
が
、
同
じ
様
な
条
件
の
場
所
に

作
り
ま
す
。）

作
り
ま
す
。）

※
な
お
、
ア
シ
ナ
ガ
バ
チ
の
巣
は
、

※
な
お
、
ア
シ
ナ
ガ
バ
チ
の
巣
は
、

ご
自
身
で
の
駆
除
を
お
願
い
い
た
し

ご
自
身
で
の
駆
除
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

ま
す
。

◇
ヤ
ブ
に
入
る
時
は
白
色
系
の
服
や

◇
ヤ
ブ
に
入
る
時
は
白
色
系
の
服
や

帽
子
で
素
肌
を
隠
し
て
く
だ
さ
い
。

帽
子
で
素
肌
を
隠
し
て
く
だ
さ
い
。

（
ハ
チ
は
黒
っ
ぽ
い
色
を
認
識
し
、

（
ハ
チ
は
黒
っ
ぽ
い
色
を
認
識
し
、

優
先
的
に
攻
撃
し
て
き
ま
す
。）

優
先
的
に
攻
撃
し
て
き
ま
す
。）

※
た
だ
し
、
白
い
服
を
着
れ
ば

※
た
だ
し
、
白
い
服
を
着
れ
ば
100100
％％

安
全
と
い
う
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

安
全
と
い
う
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◇
ス
ズ
メ
バ
チ
を
見
つ
け
た
ら
、
静

◇
ス
ズ
メ
バ
チ
を
見
つ
け
た
ら
、
静

か
に
立
ち
去
る
。（
大
き
な
音
や
動

か
に
立
ち
去
る
。（
大
き
な
音
や
動

作
、
香
水
の
匂
い
な
ど
で
も
攻
撃
的

作
、
香
水
の
匂
い
な
ど
で
も
攻
撃
的

に
な
り
ま
す
。）

に
な
り
ま
す
。）

◇
ス
ズ
メ
バ
チ
に
刺
さ
れ
た
ら
す
ぐ

◇
ス
ズ
メ
バ
チ
に
刺
さ
れ
た
ら
す
ぐ

に
診
療
所
へ
行
く
。（
刺
さ
れ
た
部

に
診
療
所
へ
行
く
。（
刺
さ
れ
た
部

分
を
流
水
で
洗
い
、
す
ぐ
に
診
察
を

分
を
流
水
で
洗
い
、
す
ぐ
に
診
察
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。）

受
け
て
く
だ
さ
い
。）

【
問
い
合
わ
せ
】

【
問
い
合
わ
せ
】

　

民
生
課
民
生
係　

☎

　

民
生
課
民
生
係　

☎
（５）（５）
０
２
４
３

０
２
４
３
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広報にいじま 6月号

第２１０回東京都都市計画審議会の傍聴者募集
日　　時　　　平成 27 年 9月 2日（水）午後 1時 30 分から
会　　場　　　東京都庁内会議室
　　　　　　　付議予定案件は都庁都市整備局ホームページ
　　　　　　　（http://www.toshiseibi.metro.tokyo.jp/keikaku/shingikai/yotei.htm）
　　　　　　　又は都庁都市計画課へ。
傍聴の申込み　住所、氏名及び電話番号を記載した往復ハガキで都庁都市計画課へ。
　　　　　　　平成 27 年 8月 12 日（水）消印有効
　　　　　　　・申込みはお一人一通のみ有効です。
　　　　　　　・傍聴者として決定した方には、決定通知をお送りします。

・定員（15 名）を超えた場合は抽選となります（抽選は平成 27 年 8 月 19 日（水）に都庁
会議室で公開により実施）。

　　　　　　　※個人のプライバシーに関る案件などがあるときは、会議が一部非公開となることがあります。
問い合わせ　　〒 163-8001　東京都新宿区西新宿 2-8-1
及び申込先　　東京都　都市整備局　都市づくり政策部　都市計画課　計画監理係
　　　　　　　電話　０３－５３８８－３２２５

第３６回　青少年交流キャンプ　参加者募集
　富士山ふもとの自然豊かなキャンプ場で、全国から集まる青少年（日本人・在日外国人）が、キャンプ生活
や富士登山などの野外活動を共にしながら友情を深め、様々な体験を通じて、「仲間作り」「チャレンジ」の
大切さや友だちと協力し助け合う楽しさを学ぶことを目的とします。

期　　間　　　8月 3日（月）～ 8月 6日（木）3泊 4日
場　　所　　　静岡県立朝霧野外活動センター
定　　員　　　日本人 80 名　外国人 20 名
対　　象　　　小学 3年生～中学 3年生
内　　容　　　富士登山、テント生活体験、野外炊飯体験、キャンプファイヤー、ワイドゲーム、
　　　　　　　アンダースタースリーピング（野宿体験）など
締　　切　　　7月 10 日（金）
参  加  費　　　お問い合わせください。日本全国から参加可能です。

【お問い合わせ・資料請求先】
公益財団法人国際青少年研修協会
電　話　　　    ０３－６４１７－９７２１
メール　　　    info@kskk.or.jp
〒 141-0031　  東京都品川区西五反田 7-15-4 第三花田ビル 4階
【ホームページ】　
　　　http://www.kskk.or.jp

▼
大お

お
つ
か塚　

詠え
い
い
ち
ろ
う

一
朗

所
属　

本
村
診
療
所
歯
科
医
師

一
言　

10
年
前
、
自
分
が
ま
だ

歯
科
医
師
に
な
る
前
、
と
あ
る

大
先
輩
か
ら
「
お
前
は
新
島
の

常
勤
歯
科
医
師
と
し
て
、
新
島

の
歯
科
を
や
る
よ
う
に
な
る
ん

だ
か
ら
な
」
そ
う
言
わ
れ
て
い

た
の
が
昨
日
の
よ
う
に
感
じ
ま

す
。

　

延
べ
3
ヶ
月
の
赴
任
を
経
て
、

つ
い
に
自
分
が
常
勤
歯
科
医
師

に
な
る
時
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

き
れ
い
な
海
、
空
、
空
気
そ

ん
な
抜
群
の
環
境
を
背
に
、
新

島
の
方
々
の
ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー

と
な
れ
る
よ
う
、
小
児
・
予
防

歯
科
か
ら
入
れ
歯
ま
で
、
幅
広

く
歯
科
医
療
に
貢
献
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

な
に
よ
り
、
気
軽
に
足
を
運

ん
で
い
た
だ
け
る
そ
ん
な
歯
科

診
療
所
に
で
き
た
ら
な
と
思
い

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

職
員
の
紹
介
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白澤　卓二 後藤　健ニあわゆき

■住民センター図書室から新刊のご案内 ★悟浄出立
★破門
★夜また夜の深い夜
★黒書院の六兵衛
★アイネクライネナハトムジーク

万城目　学
黒川　博行
桐野　夏生
浅田　次郎
伊坂　幸太郎

■本村住民センター図書室の利用時間
　午前9:00～午後5:00（年末・年始をのぞく）
＊新刊の貸し出しなど、
　教育委員会へお問い合わせください。
　　　　　　☎教育委員会　5-0203 直通

■平成 26年 9月～平成 27年 3月までの入札結果 問い合わせ：企画財政課財政係☎（5）０２０４直通
件名 契約業者 契約金額 契約日 工期

平成 26 年度新島村特定環境保全公共下水道事業
実施設計委託 日本上下水道設計（株） ¥4,536,000 H26.　9.11 H27.　2.27

平成 26 年度若郷福祉センター解体工事 （株）梶野組 ¥41,482,800 H26.　9.17 H27.　3.20

平成 26 年度村道焼却場線雨水排水等改修工事 前抗建設（株） ¥3,942,000 H26.　9.17 H26.12.19

平成 26 年度本村若郷線舗装補修工事 （株）宮川工務店 ¥48,384,000 H26.　9.17 H27.　3.20

平成 26 年度農道改修及びパイプライン改修工事 協同建設（有） ¥72,360,000 H26.　9.26 H27.　3.24

平成 26 年度村道淡井 1号線防護柵等設置工事 （株）新島工業所 ¥3,119,040 H26.10.　7 H26.12.19

平成 26 年度式根島野伏港法面高木伐採工事 前抗建設（株） ¥1,944,000 H26.10.　7 H26.11.28

平成 26 年度新島空港格納庫撤去工事 （株）梶野組 ¥15,552,000 H26.10.　7 H27.　3.27

平成 26 年度村道宮塚山線道路及び擁壁設計業務委託（株）東洋設計 ¥3,132,000 H26.10.15 H27.　2.27

平成 26 年度村道環状線及び瀬戸山 9号線測量等
補正・基本設計作成業務委託 （株）大進測量設計 ¥3,456,000 H26.10.21 H27.　2.13

平成 26 年度環状線調査設計業務委託 （株）大進測量設計 ¥8,640,000 H26.10.21 H27.　2.27

歯科 X線撮影装置購入 （株）ヨシダタロウ ¥10,476,000 H26.12.　3 H27.　3.20

本村歯科ユニット購入 （株）ヨシダタロウ ¥5,000,400 H26.12.　3 H27.　3.20

上部消化管汎用ビデオスコープ購入 共立薬品（株） ¥3,337,200 H26.12.　3 H27.　1.30

自動血球計数装置購入 共立薬品（株） ¥1,998,000 H26.12.　3 H27.　1.30

平成 26 年度式根島着水井非常用発電設備設置工事 梅田電気設備工業（株） ¥15,876,000 H26.12.17 H27.　3.31

平成 26 年度式根島ソバ地区建設副産物仮置場場
内整理工事 前抗建設（株） ¥6,534,000 H26.12.19 H27.　2.27

平成 26 年度村道第 2号環状バイパス線落石防護
網復旧工事 前田建設（株） ¥7,560,000 H26.12.19 H27.　3.27

平成 26 年度若郷配水池更新基本設計業務委託 （株）東洋建設 ¥9,180,000 H26.12.25 H27.　3.31

地質の日記念行事…ことしはハバタで開催。
　5月 10 日の「地質の日」に先立ち、前日 9日（土）、防衛省技術
本部航空装備研究所新島支所の協力で、新島灯台付近の地層見学を
メインに記念行事を開催しました。
　今回で 7回目をむかえた新島村博物館主催の地質の日の記念行事。
52 人が参加しました。
　案内と解説は新島博物館館外協力委員の磯部一洋さん。地形や地
質の成り立ちなどの解説がありました。
　波で浸食した崖のようすなど、ふだん立ち入ることのできない場所だけに、参加者は写真を撮ったり
景色を楽しんだりしました。
　＊地質の日とは、1876 年にアメリカの地質学者が日本ではじめての地質図を発刊した日にあたり、
関連学会や団体が発起人になり 2007 年に制定されました。


